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1．　 プロ ロ ー グ

　野 中兼山は元和元 年 （1615）播州姫路に お い て野

中勘解由良明 ・万 の 長男と して 生れた。勘解由の 母

合 （兼 山の 祖母）は 藩主山内一豊 の 妹で ， 勘解由は

藩 の 上 席家老 と し て土佐中村で 2 万 9 千石 の 大禄を

食ん で い た が ，

一
豊死後 二 代藩主忠義 とそ りが合わ

ず ， 土佐を捨 て 前妻石 の 従兄姫路藩主池田利隆を訪

ね た が ， 京都 へ 出 て客死する e 兼山 の 母万は 賢夫人

で 堺 で 苦労し て 兼山を育て ，土隹へ 帰 る。祖母 合は

前夫 の 死 後， そ の 弟 と再婚 し玄蕃直継を生ん だ 。 兼

山 13才 の 時 （寛永 4 年）玄蕃 （家老） の 養子 とな り，

寛永 13年 （1634）玄蕃没す るや ， あ とを継 ぎ奉行職

とな り二 代藩 主に仕 え ， 彼 の活動が始 ま る の で ある 。

実父 も養父 も厳直俊烈 な性格 で あ っ た が，兼山は禅

を捨 て儒学 を究め彼 の 性格を つ く っ た 。 そ の 頃土佐

に は儒学の
一派朱子 学が盛んで あ っ た 。 こ れ は周 防

山 口城主大内義隆 に仕 え て い た南村梅軒 が
， 大内滅

亡 の 後土 佐 へ 来 て 弘岡城主吉良宣経 の 師 と な り， 兵

法，政 道 を説 き，京学 ， 西学 （山 口） と並ん だ南学

を開花 させ た 。 彼 の 弟子 に は 有名な如淵 ・忍性 ・天

室 の 三 僧が お り， 天 室 の 弟子 眞乗寺の 僧慈冲 ， 後の

谷時中が南学 を大成 し た 。 兼山 は 時中に学び弟弟子

に 五 台山吸江寺 の 僧絶蔵 ， 後 の 山崎嘉右衛門闇斉が

い る 。

　兼山 は治 国経世 の 根本思想 を朱子学 に お い た の み

で な く，儒教の 実行の た め同姓娶 らず と し て 妻を本

山 の城 へ 帰 した り， 実母 の葬儀を儒教 で行 い 幕府 か

らキ リシ タ ン の 嫌疑 を蒙 っ た ほ ど で あ る。

　奉行職に就い た兼山 は 自藩 の た め に尽 くす こ とは

天命で ある と考 え ， 殖産興業 ， 富国強兵政策 を行 う
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の で あ る 。 彼は為政者は厳正俊烈で あ る べ きで ， 領

民は働 くこ とが義務で あ る と し て ， 自他共に こ れ を

強行 し た。精励勤倹を進 め遊惰を戒む た め多 くの 掟

をつ くり，一
時は 飲酒，踊 ， 相撲を禁じ ， 酒や相撲

の 大好きで あ っ た藩主 も随分 と我慢 を強い られ た。

あ ま りに も高邁な理 念 の も と果断実行し過 ぎ ， 実績

は 上 が っ た が ， 三 代藩主忠 豊 に煙た がれ ，
つ い に領

民や 重臣た ち の 不 満がつ の り ， 藩主 の 眷属で あ る深

尾出羽 ， 山内下総 ， 深尾因幡 の 三 家老か ら弾劾書が

寛文 3 年 （1663）に 出 され
， 遂に失脚する こ と に な

る e

　土佐藩 の ト ッ プ の 権力者 で あり，また後述する よ

うに彼の 藩に 対する功績は偉大な もの で あ る 。 そ の

彼 が
一

朝 に して 追放 され た 裏 に は ， 幕府 の 介入 があ

っ た と言われ る （谷 干 城言）。 こ の 頃土佐 に は 長宗

我部 の遺臣が
一

領具足 と し て居 り不穏 で あ っ た 。 兼

山は こ れ らに 山内家 へ の 仕 官を勧 め，仕官を望 ま ぬ

者 に は土地 を与 え新田開発 に協力 さ せ た 。 こ の
一

領

具足 の 郷士取立て ， 更に 騎馬隊編入 ， 泉州そ の 他よ

り武器業者の 招聘製造 に よ り大 い に軍事力も増 した 。

ま た農地開発 に よ り山内入 国時24万石 が兼山によ っ

て 32万石以 上 の 実禄に な っ て い た。兼山は上府時に

は幕府の 重臣 と会 い
， と くに松平伊豆 守 ， 酒井雅楽

頭 とは親 し く，藩主 と同格 の 待遇 を受け て い た よ う

で あ る が
， 島原 の 乱 ， 由井正雪 の 乱等 の 後で ， 外様

大名 が軍備 ， 財政 を充実す る こ と は冪府 に と っ て 脅

威で あ り， 兼山 を仕置す る こ とに よ っ て ， そ の 憂い

を除 い た とい う説 もあ る 。

　現在高知県下 に あ る農業水利施設や港湾に は兼山

の手 が つ い て な い も の は な い ほ どで あ る が， 上記 の

よ うな経緯 に よ っ て ， 兼山 関係書類 は焼却 ・棄却 さ
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れ た であ ろ う か ， 正確 な 資料 （施工 年月，工 法諸

元） が無 い
。 兼 LII失脚後 150〜200年経 た後 の 史家に

よ る記録や遺工 調査 に よ っ て ， そ の 功績をた ど っ て

み る
。

表
一 1　 野中兼 山開削の 溝渠

2．　 農業水利事業

　兼山は野 中家 の 采邑 （領地） で あ る吉野川流域 の

本山で，誰憚る こ とな く寛永 15年 （1638）か ら宮古

野溝 ， 下津野溝， 行川溝等の 用水路工 事 と土地開発

を行 い 土木工 事 に 自信 を つ け た の ち ， 大 きな物部川

流域 ， 仁淀川流域の 開発 に着手する の で あ る。

　兼 山に よ っ て 導水 され た 幹線水路 （小溝流 は 除

く） の 概要 は表一 1 の よ うで あ る 。 こ こ で は物部川

お よび仁淀川の 堰お よ び 井筋工 事 に っ い て 述 べ る 。

　2．1 物部川流域

　急峻 な山地 を縫 っ て きた物部川 は ，山田 か ら扇状

地をつ くり乱流 派流 し て い た 。 こ の 川 を制御 し両

岸に広 がる荒蕪地を開発 しよ うとす る考 えは ， 父玄

蕃か らの 施政 で あ り， 兼山が奉行職 に就 い て か ら直

ち に着手 し て い る
。 兼山 が手 が けた土 佐 中央部 の 堰 ，

溝渠の 概略は図一 1の よ うで あ る。

計 3034 ．　　6．　17　　　5368 ．　　7．　　7

　 　　 　 　 　 　　 　 （西 内青藍 「偉人野 中兼山」 よ り）
＊ は排水改良 に よって得た耕地 を含む

  　 1里 ＝36町＝3927m 　 1町＝60間 　工間≡1．8m
  　 1町＝10反＝99．17ア ー

ル 　 1反＝10畝

　松野尾章行 の 厂皆山集
2）

」 に よ れ ば，山田堰着工

前 に右岸取入の 中井川 （筋）か ら着手 し寛永 16 年

（1639）完工 とあ る 。 続 い て 正保元年 （1644）左 岸

取入 の 野市上井川 ， 翌年 （1645） 山田上井川（右岸），

野市上井川 （左岸）が完成 し て い る 。 こ の 左 岸用水

路完成と共 に鏡野 と野市町 と を開拓 し ， 長宗我部遺

臣に よ る農兵制 を敷 い て い る
。 山田堰 に着手 し た の

は寛永 16年 （1639 ） とな っ て お り， 完成 は兼山没後

の 寛文 4 年 （1664）で 25年 の 歳月 を要 し て い る 。

　こ の 山田堰 は比較的原型 に近 い 形 を留めた湾曲斜

め堰 として 有名で あ っ たが ， 昭和 48年に上流 800m

地点 に合同堰 が築造 され用 済とな っ たた め ， 昭和57

（吉野川水域）
1
“SNI　 　 　 　 　 　 長 岡 郡

騰繍
　 寺
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図一1　 野中兼山開削の 溝渠 と堰 （西内青藍 「偉人野 中兼山」 よ P ）
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年河川管理上両岸の
一

部を残 し撤去 され た 。

　 皆山集等 に あ る山田堰 の 平面図は図一 2 の よ うで，

全 長 180 間 （324m ）， 幅 6 間 （10．6m ），高 さ 5 尺

（1．5m ） とあ り， こ れ を築造す る の に松材 42　800本 ，

大石 1100 坪 を用い た と言 われ て い る 。 図一 2 は 兼

山築造後約 200年後の もの で ， 築造後洪 水 に よ る破

壊，修復後 の 姿 で あろ うと思 われ るが ， 湾曲斜め堰

で あ り　− as古 い 姿で あ る 。 こ の堰 の 法線は ， 普請奉

行一
木権兵衛が糸流 し法 で流勢を調 べ それ に沿 っ た

も の とされ て い る。

　 こ の 湾曲斜 め堰 の 発想 は，当地 の 地形 ， 流況か ら

創造 され た もの か
， あ る い は他 の 例に習 っ た か は分

か ら な い 。兼山が山 田堰 に 着手 し た 1639 年ま で ， 既
　 　 　 　 　 　 　 た た ら い

に 岡山高梁川 の 湛井堰 （寿永元年 （1182）領主妹尾

氏が閘門 ， 井筋を造 っ た記録 がある が， 7 世紀初帰

化人 の 作で は な い か と言わ れ て い る）の ほ か ，熊本

白川 の 下井手 堰 （708年）， 大分山国川 の 大井手堰

（1135年）等 ， 10 ほ どの 堰が造 られ て お り， すべ て

斜 め堰 で あ る 。 斜め堰 の 情報 を得 た とすれ ば姻戚筋

の 岡山藩 （池田光政） の湛井堰か らで あ ろ うが ， 兼

山が奉行職 を継 い で 4 年目 で あ る か ら疑問も残 る 。

　流砂 の 多 い 荒川で は交互砂州 が発生す る 。 こ の 砂

州は徐々 に下流 へ 移動す るが， 河川 の 蛇曲角が 20〜

25°

ぐらい に な る と移動が止 ま る。物部川 は山田 の
い 　 げ の ＃

神母 木で左 に向 きを変え扇状地 へ 出て か ら川幅 を広

げ ， 現香我美橋下 流右岸側に砂州を発達 さ せ た 。 当

時 の 河川形態は不明で ある が，小 田島の 上流 にあ る

砂州は あ ま り移動 し な い
。

　そ こ で 左岸 の 瀬 を通 り， 右岸砂州の 上流斜面 の 高

位部 を結ん だ山田堰 の 法線 を決 め る と （図一 3），

　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 報文
＝ L2154

  堰高 は小 さ くて も水面を 大き くせ き上げる こ とが

で き ，   高位部 を通 る の で 材料が少な く
；
（すむ ，  

秋冬 の 渇水時 に施工 すれ ば水中工 事が少 な く施工 が

楽で あ る ，   堰 の 形か ら越流水 は広 が り，堰体に対

する水圧 は
一

様 で小 さい
，   堰直下 の 洗掘 が少 な い ，

  流砂は 斜 め堰 で右岸 へ 寄 る の で右岸側へ 土砂吐 を

作 り処理 し やす い 等 の 利点 が生ず る 。 した が っ て 人

力 の み に頼 っ た往時 の 取 入堰 の 法線決定 としては，

ま こ とに卓見で あ る。図一 2 を見 る と右岸寄 りに土

砂吐 か洪水吐 の よ うな欠 口部 が多 く造 られ て お り，

堰体の安定 と土砂 の 排除 へ の配慮が うか が え る 。

　 「南路志 （1815）1）
」 に は ，堰 体 の 構造に つ い て 山田

奉行井上忠左衛門 の 考案 とし て 「四 つ わ くに し て ，

長 ・ 横一
間つ つ にわ り合せ 二 通立，よ こ ぬ き入，石

持の ゆか をゆ い
， 壱間 の 間四方 へ 次第 に長杭 を立 て ，

夫 々 石 をつ め入れ せ き申 さ れ （下略）」 と四 ツ枠工

を主張 し て い る 。

　 また堰 は上，下 2 段 に設 け ら れ た が
， 上流か らの

渦流に よ り下流堰 の 破損が ひ どか っ た の で ， 下流一

つ の 堰で 上井 ， 中井， 舟入 に導水する こ とに成功し

たと， 横川末吉著の 「野 中兼山 （昭和 37年）
5）

」 に あ

る 。 昭和 56年 に山田堰調査 委員会は 水越部 の 発掘調

査を行 っ た が
， そ の 結果か ら当時 の 堰構造は ， 図一

4の よ うな モ ジ ュ
ー

ル を縦横に 並 ぺ 計画断面 を造 っ

て い っ た と想像す る
。

　撤去前 の 山 田堰の 全景は 写真一 1 の よ うで ， 全長

300m ， 幅 30m で ，中央部 の 標高は 36．3m で 両端 が

1m ほ ど高 く， 下流 へ 1／30 勾配で 下 り， 本堤に続

い て 幅10〜20m の水 叩部 が あ っ た 。 また右岸寄 りに

幅 3，6m ， 深 さ 2．6m の土 砂吐 2 門 と， 右岸よ り120

m と こ ろ に 幅 5m の 水越 と い う石張部が残 っ て い た 。

匹
碕美我奔

　　図
一2　「皆山集」 の 山 田堰 （明治15〜20年）

September ，
11991’

図一 3　 山 田堰 の 敷設
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図
一 4 　堰体想｛象蘿轟

1
1

表一2　 物部丿i随 域 の 溝渠

　 こ の 現状は昭和 47年 と昭和29， 31年 の災害後の 姿

で あ る 。 昭漁47年 は繁藤災害 （±砂崩嬢 で 61名が症

埋 め） と書 われ る 7 月 の 集 中豪雨時の 出水 によ る も

の で ， 山 匿堰 も左岸寄 り約 60皿 が流央 し た 。 こ の 流

失部は 盛土 で堰体を復贋 し
， 表衝 を蛇か ご で 被い

，

上流を 1．　5zn角 の ブ ロ ッ ク に よ る 止 水工 ， 下流に は

異形ブ n ッ ク に よ る水叩が施工 された。 こ れ よ り右

側は昭和29，31年の 災害復摺 によ る もの で ， 2m 角

の 木工 沈床の 上 を練石張 に し て ある。

　右側寄 りに ある水越部は ， 兼由築造時には無 く，

下流 の 水利 に不都合を生 じた の で元禄年間に 初め て

2 間の水越が許 され たが ， 上下流の 水争 い をめ ぐっ

て， こ の 埋 立や増幅が大正時代 まで続 い て い るn 明

治25年災害後 の 水準 に よ る と水越敷は舟入川取水閘

の 巌數 よ り 1脱 磁 高 くな っ て い る が， 撤虫前 に は 爾

者 1まぼ 同高 で ， 昭秘 こ入 り下流 の 水利 の 便が良 くな

参， 不要 とな 夢埋立 て た の で あろ う。

　兼山時代に開削され た物部川流域の 濃漑 ， 舟運 の

水路 の 諸禿 と灌漑礑積は表一・2 の よ うで あ る 。

　2．2　仁淀州流域段か

　仁淀鋼下流 の 弘岡平野 （左 岸）， 高岡平野 （看岸）

の 開斃は物部川漉域 よ りやや 遅れ ， 兼山年譜
4）

に よ

深 さ 幅 員
溝渠名 目的 延 　 　長

大 小 広 隊
灌概面積

嵐 　町 　閥 尺 閲 町 反 畝
父養寺井 灑漑 L10 、　 G311 ．3 42．0．0

μi日辻 井 7ノ 1．　 乳　 o633 ．32 ．o 王26」 7．6
山 田中井 ’ノ 2．19，　 0535 ．o2 ．0434 ．6．5

舟 入 川
灌漑

舟運
2。24．40・ 7144 ．oao110 曾．2．3

：貞こ津 」η＊
　　舟運　　　工．　2≦｝．　12　　　8　　　2　　2．0　　3．3

塑予市上井 ｝覆漑 1． 0． 0423 ．  　 460．0，0

野 勝 ” 1・10・ 0
｝

3
，

22 ・0 　 2eo・O・0

「 蒲 1・ 可 2372 ．　6噛　4
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写竄一 1　 山田堰

＊ 大津Jrlは舟入 JTIを延憂 L た運河 で 、こ れに よ P物部丿1疏 域の物資を晦を

経 す『勢埓下の 高知’丶運 べ る よう喜こな った 卩

れ ば慶安元年 （1648）入 田 井筋行当切抜工 事著工 ，

承応党年 （1652）完工 とあ る （恐 ら く八 碑堰 も同 じ

頃着完工 ）。

　 こ の 弘岡平野 は小 山が あ 9地形 が複雜で ， 井流の

法線を決 め る の に
， 夜聞提灯で 高低灘量 をし た とい

う。また幹線 の 八 騨井流は 行当に お い て 山を開削す

る必 要が あ 夢， こ の 切抜工 事 （長 さ2G間，蝋 9尺 ，

深 さ 6 間）は硬岩 で ， 開剛は遅々 と して進 まず ， イ

モ ジ （里芋の干茎） を岩の 上 で焼 け ば碑 きやす くな

る と聞き， 付近 の 百姓 か らイ モ ジ10連を徴集 した の

で ， 食料を徴集 され た百姓 は 大変困窮 し た とい う
，）

。

ま た こ の 切抜工 事 に蘭藻した面白い 話が あ る
4）・6）

。

　そ の 1 ．ある春 の 臼の こ と仕事場 を兎 が一
匹走 勢

抜けたが ， そ れ を見 た人夫は黙っ て い て 休憩時 にそ

の 話 を し た
。 期 輩達は そ の 時言え ぱ捕え た もの を と

残念が る 。 そ の 話を聞 い た兼両は，そ の こ とを言え

ぱ大騒ぎに な 笋仕事 も遅れ た で あ ろ うに ， 感心だ と

褒美に山石 百貫 員の使役料 を与 えた とい う。こ れ を

後年 「春兎通 っ た あ とが百 貫 目」 と い う諺 にな っ た 。

　そ の 2 ．兼出 自ら現揚 へ 幽て 督励 し十分休憩も与

え なか っ た が ， 仕事途中で も俳潅 （ヒ リバ ジ）は許

し て くれ た の で ， 入央 は こ れ を盛 ん に利用 し た 。 と

く に大便 と称 し時閻を かせ い だ 。 兼 山は 属吏に脱糞

跡を調 べ させ た と こ ろ，飽人 の糞の 表面 をは ぎ噺し

く見せ か け た もの があ っ た と い う。 そ の 後土盤で は

非常 に苦 しい 目に遭 うの を 「古糞の 皮をは ぐほ どj

と表環した とい う。 奥 い 話 しで あ る が ， 兼山の 仕事

に対す る巌 しさを伝 え る もの で あろ う。

　入 田堰は 河 口上流約 9km の と こ ろ に あ 勢， 写真

一 2の よ うにや や 弓形 をな し ， 長 さ228 閥 （約 410

m ）， 幅10聞 3尺 （約19m ），海 さ 1閲 4 尺 （約 3m ）

± と基砥 認一一9 （4霹む
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写真一2　八田堰

あ り ， 構造材料は 山田堰 と似た もの で あ っ た の で あ

ろ う。 こ の 堰 上げた水を 八 田間 （高 さ 1 間 4 尺，幅

1問 3 尺 ， 長 さ11間）よ り八 田川 ＝ 弘岡井 （深 さ深

所 1 丈 2 尺 ， 浅所 6 尺，平均幅 6 間） に引き ， 弘岡

上 ノ 村 ， 森山新川 に至 り秋山，諸木を経て 長浜 よ り

浦戸湾 に 出て舟運 に も利用 され た 。 用水は諸木 ， 川

窪，南川 ， 北川 の 4 井筋に分流 され ， 延長 6 里14町

25間 （25km 余）， 837町歩余 を灌漑 して い る 。

　右岸の鎌田井筋 は承応 3年 （1654）堰 と同時に 着

工 し，堰 は翌年 （明暦元年）で きた が
， 井筋は掘替

えを し万治 2 年 （1659）に竣工 し て い る 。 鎌田堰 は

八 田堰 よ り約 2k 皿 上流 に造 られ，長 さ300間 （540

m ）， 幅10間 （18m ）， 高さ 7 聞 （約12．6m ）と い う

大きな堰 で ，中央 に長 さ 4 間， 幅 3 問の筏越 が あ っ

た とい う。 こ の 堰 の 水 は長 さ 9 間， 幅 9尺 ， 高 さ 2

間の鎌田閘か ら， 鎌田井 （深 さ 9 〜10尺 ， 幅 7 問）

に導水 され ， 延長 3 里 ， 面積 687町余の 高岡平野 を

潤 した。 こ の 堰 の 諸元は 明治初期松野尾 章行 の 調査

に よ る も の で あ る が ， 現地 の 状況か ら見て 堰高 7 間

は高過 ぎ， 7 尺 の 間違 い で な い か と思 う。

　 こ の 地点 よ り約 3km 上流に 日下川 の 合流点 があ

るが， 日高村 は仁淀川か らの 逆流湛水で悩 ま され続

け ，
7 間 も堰上げれ ば大変な こ とにな る 。 こ の 堰 は

当初高岡平地 に恩恵 を与 えた か も知れ ぬ が ， 時代が

移 り昭和 12年 か ら堰 上流 2k 皿 の と こ ろ か ら 自然取

入れ と し，堰 は 度 々 の 出水 に よ り自然に崩壊 し，現

在仁淀川鉄橋 の 下流 に わ ずか に巨石 が点在 し， 哀れ

な兼山の 末路 に も似 て い る 。

　 仁淀川 で は水利 と平行 し て ， 八 田堰付近お よび下

流 に治水堤防を築 い て い る 。 左岸側は八 田閘か ら入

September ，
1991

田井筋 に沿 い 西江尻 ま で 二 重堤 と し ， 外堤は 長 さ17

町 29問 （約 Lgkm ），高 さ 2 間
’3 尺 ， 根固石 を置き

木を植え ， 延長 の 1／10 は竹叢 と な っ て い る 。 内堤 は

延長18町32問 （約 2km ）， 高さ 3 問 1 尺，馬踏 1 間

3 尺，敷幅 11間 3 尺 ， 延 長 の 1／4 は 根固石工 ，

一
面

に竹を生やす。外輪堤は行当・か ら森山の 山の下 ま で

延長 31町 17問 （約3．4km ）， 高 さ 2 間 ， 馬踏 1 間 ，

敷幅 5 間 ， 5 町 （500m 余）は竹藪 とする
2）

。

　な お弘岡井筋 （薪川 川運河）末流近 くに阿房堀 と

い うの が あ る 。 皆山集に は東諸木戸原か ら長浜 の 耕

地 に導水 し よ うと し た も の とあ る が ， 位高 の 関係 で

こ れ は お か し く，筆者は 弘岡平野 の 排水 の た め で は

な か っ た か と思 う。 新川川は運河 の 途 中甲殿 に吐 口

を持 っ て い るが， こ れ を更に東方 に延長 し仁淀川 か

ら の 漂砂 に よ る河 口 閉塞 を避 け よ うと し た も の で ，

彼 の罷免に よ っ て 中止 され た も の で あ ろ う。

　 こ の 外 ， 河川改修事業と し て 渡川支流中筋川 （流

域面積 149　km2） の 2 箇所 で シ ョ
ート カ ッ トを行 っ

て い る 。 中筋川は低所 を流れ る蛇行河川 で，渡川 か

らの 逆流 もあ り降雨 の たび に湛水 し て い た 。 こ の 下

流部江 の 村で 350m 区間 を 120m に，楠島で 2．　2　km

を 1．2km に短縮掘削して い る （皆山集）。 こ の 場合

中筋川 へ 合流す る小支流 （九樹川 ， 西谷川 ， 江 の 村

川 ， 問川 ， 生 の 川川等）は上流 に向け て 合流 させ て

い る 。 こ れ は本流に 支流 の 流れ を衝突 さ せ減勢 し，

土砂 を沈積 させ 土地 の か さ上 げ を図ろ うと した遠大

な発想 に よ る もの と想像 され る。

3． 港 湾 工 事

　港湾工事 と し て 著名 な もの に津呂港 （現室戸 岬漁
　 　 て 　 い

港），手結港 室津港 の 開削 ， 柏島港 の 突堤 ・ 浦戸

港 口 の 波止 等が あ る ， 津呂港は 元和元年 （1618 ）最

御崎寺 の 最勝坊 が開削に着手 し
， 寛永 7 年 （1630），

慶安 3 年 （1650） と掘削され た こ とがあ る が，寛文

元年 （1661）兼山が陣頭 に た ち，波の 小 さい 正 月 16

日か ら大掘削に入 り， 3 月 28日完工 し て い る 。 こ の

工 事に つ い て兼山直筆 と言 わ れ る 「室戸港記」 が あ

る。そ の 全文 を述 べ る こ とは出来な い が ， 港 口沖合

200m の と こ ろに三 つ の 岩礁 （鰺岩　長 さ 22m ， 幅

12．　5m ， 高さ2．1m ， 斧岩 長 さ 9m ， 幅2．5m ，高

さ2．4m ， 鬼牙岩 長さ7，2m ， 幅5．4m ，高 さ 2m ）

が あ り，入 港 の 邪魔に な る の で ， こ れ を取除くた め，

73

N 工工
一Electronlc 　 Llbrary 　



The Japanese Geotechnical Society

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Geotechnlcal 　Soclety

報文一2154

張扇 の 形で 外桿をつ くり， 巨松数万本 を櫛 の よ うに

4 列に 組み ， 7 万余 の 土俵を入 れ ， 潮水 をせ き水替

え を し て
， 岩を穿 ち港 を掘 っ た とある。皆山集では

沖に要を お き弧 を水際 で 支え た と解釈し て い る が ，

力学的強度 を得る た め に は 外海向きに扇 を張 っ た と

考える の が合理 的で あ る。 こ の 工 事は わずか 70日ほ

どで 完工 し て い る が ， こ の 間人夫36万 5千 余人 ， 黄

金 1190 万両 を要 した と言 われ，兼山は 自分 の命運 を

知 っ て の 突貫工 事で あ っ た の で あ ろ うか （図一 5）。

　 手結港 は物部川東方 約 6km に あ る我 が国最初の

掘込 み港湾と して ， 慶安 3 年 （1650）に着手 し明暦

元年 （1655）完工 し て い る。漂砂 に よ る港口 埋 没を

防ぐた め 内港ま で を細長 い 航路で 結び ， 南側に長 い

突堤 を設 けた。明治 にな り某県令が改修に 際し
， こ

れ を短 くし た と こ ろ直ちに港 口埋没が起 こ っ た とい

う （ロ絵写真一 5　 手結港）。

　 室津港は 「土佐 目記 」 に もで て い る港で ， 避難港

と し て 改修 し た も の で 寛文元年 （1661） に着工 し ，

兼山没後の 延宝 6 年 （1678）に完成 した 。 普請奉行
一木権兵衛は難工事を完遂する た め海神に

一
命を捧

げ， か つ 兼山 の 恩義 を感 じ ， 完工 と共 に港 を眼下 に

し て 割腹 し た とい う （ロ絵写真
一 6）。

　土佐湾は波が荒 く， 漂砂作用 も大 きい の で ， 兼山

は港 の築造 に当 た り港 口 の 埋没 に最 も神経を使い
，

浦戸港口 の 両岸の 波止 に し て も ， 柏島港 の 突堤（長 さ

270m ， 幅 90m ）に し て も ， 波 の 回折に よ る tomboiQ

地形 を うま く利用 し て い る
。 また手結港と室津港 の

中間安芸市東方 の 下山 に港湾 の 開削 を始 め，阿房堀

と して近年 ま で 残 っ て い た。 こ こ は多少突出地形で

岩礁が多く掘削は困難で あ る が ， 漂砂 によ る埋没が

少 な い こ とに著 目し た と思わ れ る 。 現在は伊尾木漁

港 と し て 改修利用 され て い る （口 絵写 真
一 7）。
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図 一5　津 呂 港 （皆山集）
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図
一 6　柏島港 （皆山集）

4．　 エ ピロ ーグ

　以上 の よ うに兼山 の 土木 的治績は数 え切れ な い ほ

どあ り， 執政27年間 に か くも大事業を成 し遂 げた こ

とは神技 で将 に偉人 と呼ぶ に ふ さ わ し い
。 そ の 計画，

構造等現在の 目で 見て も実 に合理的で ，遠 い 将来を

見通 し た もの が多い
。 兼山 の 治績は南路志や皆山集 ，

そ の 他に見 られ る が ， 兼山 の み の 記録 と し て は皆山

集の 原編者松野 尾章行 ・儀行父子 によ る 厂南海之偉

業」 が最 も古 く， 近年 の 文献は こ れ に よ っ て い る 。

章行 は 明治期の 調査 に よ る もの で 所々 に 見誤 りが あ

る。正確 な兼山 の 伝記 は，彼以上 の 思 想 と頭脳 の 持

ち主で な い と書けな い で あ ろ う。
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